
○ 第２回渋川市総合計画審議会結果概要

開催日時 平成２８年１１月１日(火) １３時３０分から１５時３０分まで

開催場所

及び出席者

本庁舎３階 大会議室

○審議会委員（河藤委員、結城委員、福田委員、狩野委員、南雲委員、

桑島委員、川島委員、小澤委員、今井委員、水沢委員、入澤委員、眞

下委員、寺島委員、大森委員、反町委員、大澤委員、戸塚委員、野村

委員、唐澤委員、荻野委員）

○市長

○策定委員会委員（副市長、教育長、財政課長（代理出席）、企画部長、

市民生活課長（代理出席）、こども課長（代理出席）、農林課長（代理

出席）、商工振興課長（代理出席）、建築住宅課長（代理出席）、下水道

課長（代理出席）、教育総務課長（代理出席）、監査委員事務局副事務

局長（代理出席）、農業委員会事務局長）

○事務局（企画課長、企画課統括主幹、企画課政策係員）

配付資料

・諮問書（写）

・資料№１ 渋川市総合計画審議会への諮問及び答申について

・資料№２ 第２次渋川市総合計画策定に係る基礎資料について

(市民意識調査結果報告書(中間報告版)､中学生･高校生意識

調査結果報告書(速報版)､市民ワークショップ実施結果報告

書(概要版)､平成２８年度地区別･分野別懇談会実施結果報告

書(概要版)､第２次渋川市総合計画基礎調査報告書(速報版))

・資料№３ 基本構想の考え方について

・第１回渋川市総合計画審議会結果概要

・正誤表(資料№２ 第２次渋川市総合計画策定に係る基礎資料について)

会議次第

１ 開会

２ あいさつ（市長、会長）

３ 諮問 第２次渋川市総合計画について

４ 議事

（１）報告事項 第２次渋川市総合計画策定に係る基礎資料について

（２）協議事項 第２次渋川市総合計画基本構想の考え方について

５ その他

６ 閉会

審議結果

（１） 第２次渋川市総合計画策定に係る基礎資料について

市民意識調査と中高生意識調査結果報告書を対照し、若い世代の

意見を把握する。

（２） 第２次渋川市総合計画基本構想の考え方について

基本的にはこの考え方でよいが、内容について再検討する。
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○ 第２回渋川市総合計画審議会での意見等

（１） 第２次渋川市総合計画策定に係る基礎資料について

（２） 第２次渋川市総合計画基本構想の考え方について

№ 委員からの意見等 回答等

１

市民意識調査結果報告書を見ると、

高齢者からの回答が多くなっている

が、市の人口比率と合っているのか。

10 代、20 代、30 代は、数としては

減ってしまうが、統計学的に問題はな

いのか。

【市】4,000 人の中で、年代について

はある程度同じ数になるよう配布し

たが、結果として 70 代以上の回答が

多かった。クロス集計で年代別の傾向

は把握することができる。

【副会長】人口比率を考えて配布して

いるようなので、回収率は仕方がない

が、若い人たちの意見がどこまで反映

されているのか、若い人たちにとって

適切な質問であるかを確認しながら

読み込む必要がある。中高生意識調査

を実施し、総合的に読み取る工夫をし

ているので、市民意識調査と中高生意

識調査の結果を対照し、若い世代の声

をつかんでいくことが大切ではない

か。

№ 委員からの意見等 回答等

１

市民意識調査結果等から教育環境

の充実や地域を支える担い手の育成、

人材育成など、人を大切にしたまちづ

くりを考えるとあるが、どこに反映さ

れているのか。

昨年度作成した総合戦略では、子育

てなどにかなりシフトしているイメ

ージがあるが、進学後、また必ず若者

が帰ってくるようなまちづくりは、盛

り込まないのか。

【市】「豊かな心と文化を育むまち」、

「市民とともにつくるふれあいのま

ち」を基本とし、教育・文化、コミュ

ニティの部分を強化していきたい。合

併後 10 年経過したが、一体感の醸成

が図られていないので、コミュニティ

や教育、スポーツ等を通じ、一体感を

感じられるようにしていきたい。

個々の部分は基本計画などに繋げ

ていくが、人口減少は大きな問題であ

り、「魅力や活力のあるにぎわいのま

ち」のところで考えていきたい。

２

利根川は雑魚もいない川となって

きているが、自然環境の保全などに関

して市はどのように考えているのか。

【市】河川管理の県に昔の生態系がな

るべく保たれるように要請するとと

もに、市民に対して環境学習機会の提

供などを考えている。
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３

安全・安心、健康・福祉は当然のこ

とで、その当然のことが非常に重要で

あり、総合計画のベース部分であるこ

とは間違いないが、それに向かうこと

では魅力を感じられないのではない

か。市外へ進学しても、例えば 5 割の

子どもたちが帰ってくるようなキャ

ッチフレーズを第 2 次総合計画に盛

り込めないかと考えている。

【会長】重要な要素は入っているが、

それを外に見える形にする工夫が必

要ではないか。

４

現総合計画の反省やアンケート調

査結果などを踏まえ、この基本理念が

示されていると思うが、現在人口減と

いう問題もあるので、いかに抑え、増

やせるような基本構想ができればよ

いのではないか。

５

医師会では、地域包括ケアシステム

という形で、まちづくりに取り組んで

いるが、子どもから大人、お年寄りま

で、みんなが参画できるような形で進

めていただきたい。ワールドカフェ

は、高校生、一般を個別に実施するの

ではなく、一緒に実施した方がよいの

ではないか。

【会長】まちづくりを一つのキーワー

ドとして、市民や地域の諸団体など、

みんなが参加していけるような参画

のあり方を意識していく必要がある

のではないか。

６

基本的には、この基本構想の考え方

でよいと思うが、基礎調査報告書の健

康・福祉に、民間活動が反映されてい

ない。地域支え合い活動が始まってお

り、民間、地域の力を大いに役立てよ

うというときなので、反映することが

できれば、非常に意識が高まるのでは

ないか。

【会長】民間活動をしっかり認識し、

取り入れていくことは大切ではない

か。

７

子どもたちがこれからのまちづく

りに期待する内容としてふさわしい

言葉に選んだのは、安心・安全が一番

多かったが、安心・安全という言葉の

範囲は非常に広く、年代によって意味

合いが違うと思う。子どもの安心・安

全は、通学、交通の問題かもしれない

が、災害時にどこに避難をしたらいい

【会長】中高生にとっての安心・安全

の意味は、かなり広い範囲が含まれて

くると思うが、しっかりと検討し、具

体的な内容として反映させていくこ

とが必要ではないか。
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のかなどを安全と考えるかもしれな

い。

８

市民の考え方を聞く方法として、ア

ンケートしかないのかもしれないが、

総合計画をほとんど知らない人たち

を対象としたアンケートになってい

るのではないか。行政に対する思いや

りにより、考え方も違ってくる。項目

もスポーツという単語だけでも、競技

スポーツなど、考え方がたくさんあ

り、それに関わる青少年の健全育成や

健康などをどのような形で反映させ

ていくのか懸念する。安全で安心して

住めるまち、商店街の活性化を実現す

るには、大きな財政的負担が必要とな

るので、行政にお願いするだけではな

く、市民がどういった活動で参加して

いくかを入れると違った考え方がで

きるのではないか。

【会長】市民も含めた民間参加型で、

行政と協働していくことをしっかり

と入れることは必要ではないか。

９

市内には文化財が多くあるので、そ

れをうまく活用する方法を構築して

ほしい。

１０

中高生意識調査で、安心・安全のほ

かに自然に関する意識が意外と高く

て驚いた。緑がたくさんあるのに、な

ぜ、自然が気になるのか分からないの

で、自由記入欄の回答を次回の会議に

出してもらえないか。

市民意識調査で、満足度が低く、重

要度が高い項目は、今後改善していか

なければいけないと思うが、「無駄の

ないスリムな行財政運営」は、まちづ

くりの課題にはあるが、基本理念に言

葉として入っていない。細かい施策の

段階の話になるとは思うが、市民が感

じているものを省くのはいかがなも

のか。

【市】市民ワークショップの報告書

に、自然環境の保全の記載があるが、

河川をきれいにしようとか、ワーキン

グを行うなどの環境教育が意識の高

さにつながっていると思われるが、自

由意見を次回の会議に出したい。

【会長】これからの策定プロセスの中

でのことになるが、基本理念とそれ以

降の基本構想で、重要なキーワードの

整合性を意識してしっかりと取るこ

とが重要ではないか。

１１
基本理念はこれでよいと思う。「安

心・安全で健やかな暮らし」、「魅力や

【会長】具体性は非常に大事である。
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活力のあるにぎわいのまち」などは具

体的なものとして総合計画に盛り込

んでいただきたい。

１２

市民意識調査は、70 代の 1 人暮ら

しで無職の方の回答割合が高く、偏っ

ている気がする。中高生は、これから

のまちづくりに期待するものとして、

「安心・安全」が市民意識調査結果よ

りも下回っているが、「自然」や「交

通」、「観光」は市民意識調査よりも上

回っている。

基本構想で「やすらぎとふれあいに

満ちた"ほっと"なまちを継承する」と

あるが、旧 6 市町村に配慮するあま

り、具体性に欠ける曖昧な構想になっ

ている。キーワードを無理に「やすら

ぎと"ほっと"」や「ふれあいと"ほっ

と"」に合わせている様子が見て取れ

る。もう少しインパクトのある、将来

の大きな目的に向かって高邁な理念

を掲げることにより、小さい部分が整

理されるのではないか。

【副会長】市民意識調査の 10 代は回

答者数は 14 人であり、この結果で判

断するのは非常に危険で、参考になら

ないが、中高生意識調査の質問と、市

民意識調査の質問を対照すると、共通

する項目がほとんどであり、足し合わ

せることで、年代別に比較検証するこ

とができる。各世代の意見をうまく吸

い上げるという意味で重要な操作だ

と考える。10 代の声と一生懸命働い

ている世代の声、退職された人の声の

間にどういったギャップがあるかを

比較分析することで、若い人たちの考

えをしっかりとキャッチでき、これか

らの未来をどのように考えていくか

が見えてくるのではないか。

【会長】先行する計画との整合性は意

識する必要があるが、時代に合った新

しい案をつくるのであれば、継承しつ

つも重要なところをもう一度検討す

ることは、必要ではないか。

１３

基本構想については特に意見はあ

りません。消滅しないように、いかに

人口減を抑えていくか、産業も新たに

増やすのは難しいので、現状の産業を

いかに守って発展させていくかが大

事であり、住みやすさを発信できれ

ば、渋川に残ってもらえるのではない

か。産業を守り、住みやすい市となる

ような計画を立てられれば、東京に勤

めたとしても、渋川に住んでもらえる

のではないか。

【会長】現状を認識し、それをベース

に発展させ、アピールできるような計

画にすることが重要ではないか。

１４

この基本構想に依存はないが、将来

市が発展するために、歴史ある温泉を

もう少しおもてに出していただきた

い。4 大企業が入ったことで市が急激

【会長】個性の見える具体性のある計

画にすることが必要ではないか。
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に発展したので、企業誘致や、市民が

定着するために、例えば、特色のある

学校体制などを基本構想に入れてい

ただきたい。また、この地域は昔から

交通の要衝で、医療センターの完成に

より、医療が充実したので、安心して

医療が受けられるなど、今後発展する

ために必要なものを具体的に挙げて

いただきたい。

１５

意識調査結果など基本的なところ

を網羅した基本理念だが、現行の総合

計画の言葉の順番を入れ替えただけ

と感じる。課題やインパクトなどを盛

り込んでいくことが、これからの課題

ではないか。「豊かな心と文化を育む

まち」に「うるおいのある地域文化の

創造」とあるが、これはどういったも

のか。

【市】イメージ的な部分もあるが、ぎ

すぎすとしたものから人間味がある

ものにというところを「うるおいのあ

る」という部分で整理し、地域文化の

創造を通して一体感を醸成していく

ということである。

１６

渋川市は大きな災害や事件もなく、

安心して住めると思うが、魅力や活力

がないように感じる。安心・安全も大

切だが、自分の家族が外に行ってしま

うような魅力のないまちではなく、イ

ンパクトのある言葉を使い、他の若者

もこちらに取り込むような、そういう

魅力のあるまちにする必要があるの

ではないか。

【会長】何が重要なのかをしっかりと

前に出せるようなインパクトのある

計画にする必要があるのではないか。

１７

基本理念の「豊かな心と文化を育む

まち」に「生涯学習環境の充実を目指

します」とあるが、生涯学習環境の充

実というと、非常に狭い意味に捉えら

れてしまうが、どのように考えている

のか。

【市】学校教育や生涯学習などという

意味で捉えているので、言葉を修正し

たい。

１８

渋川市はいろいろなものを実施し

ているが、講座やセミナーなどの参加

者はいつも同じであり、20 代、30 代

には伝わっていないのではないか。20

代、30 代に市の良さや魅力を伝える

ことができれば、定住に繋がると思

【会長】情報発信方法は非常に重要で

あり、高校生は SNS など、それぞれの

年代に合った方法で発信することが

大事である。
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う。もう少し効果的な広報活動ができ

たらよいのではないか。

１９

基本構想を市民ニーズに基づいて

つくるのではなく、市民ニーズを把握

し、それに対応する 10 年後、20 年後

を見据えた施策を打ち出していくの

が行政ではないか。渋川市の魅力を産

業に結び付けることで、より魅力ある

市になるのではないか。観光という視

点で渋川の魅力を広域に考えれば、榛

名や赤城山、日光などとの連携も考え

られるのではないか。アンケート重視

ではなく、ロマンのあるもの、優位性

のあるものを総合計画に込めてもら

いたい。

２０

前回、総合計画後期基本計画を見て

も心が躍らないとの指摘があったが、

今回もワクワクするものや魅力が必

要ではないか、もう少し強いパンチラ

インが必要ではないかという意見が

多くあった。パンチラインをどこに持

ってくるかは、次世代への夢の懸け橋

に集約できるのではないか。アンケー

ト結果では、基本的に観光やまちのに

ぎわいが必要、交通についての思いを

随所に見ることができ、人を呼び込む

ことは、年代を超えて期待されている

と読み取れる。人を呼び込む仕組み

を、新産業をつくるのではなく、今あ

る産業でさらに人を呼び込むために

どんな工夫ができるかを働いている

20 代・30 代、夢も希望もある 10 代、

いろいろな知恵を持っている 70 代・

80 代と対話する場を持つことで、に

ぎわいが生まれるのではないか。「や

すらぎ」、「ふれあい」、「“ほっと”」は、

今回も継承されている部分だが、当た

り前で、それほど代わり映えがないと

の意見は、市外在住者からするとうら
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やましく思う。毎日仕事に追われ、大

変な思いをしている人も多くいる。交

通の要衝で、人々がやすらぎ、ふれあ

い、ほっとする場所があり、子どもが

自然が豊かだと自慢しているこの市

をアピールすれば、移住する人もいる

のではないか。子どもを育てるなら群

馬ではなく渋川市という計画でもよ

いのではないか。

２１

計画の継承性は大事であり、今回の

基本構想の中身は決して間違っては

ないと思うが、今求められているもの

をインパクトのある形で明確に示す

ことや、個性、優位性などを示すこと

も必要であり、にぎわいや人を呼び込

むことも求められている。安心・安全

や地域の環境も大事だが、活力がある

地域にしていくために、少し工夫して

いただきたい。基本的にはこの提案、

キャッチフレーズは理解できるが、内

容について少しインパクトのあるも

のにしていく。
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